
郵便番号※

住所（都道府県から）※

所属部署※

役職

氏名※

 電話番号※ 　　　　　　（　　　　　） FAX 　　　　　　（　　　　　）

 メールアドレス※

郵便番号

住所（都道府県から）

備考（未定の理由など）

所属部署※

役職

氏名※

 電話番号 　　　　　　（　　　　　） FAX 　　　　　　（　　　　　）

 メールアドレス

 

実
習
先

 

代替01

返送先：　 eメール：cit.sjshkika@nihon-u.ac.jp ，FAX:047-474-2349

生産実習SYSTEMからのWeb回答が困難な場合の代替書式ですので，Webでの回答にご協力ください。

(メールもしくはFAXにて頂戴した回答を生産実習SYSTEMに登録する際，貴社のIDとPasswordを利用させて頂きますのでご了承願います）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

実習生受入に対する回答書

受諾の可否（○で囲む）：　　　可　・　否

〒275-8575　千葉県習志野市泉町1-2-1
日本大学生産工学部機械工学科　事務室

実習機関名※

機関概要（ホームページのURLを入力）

業種

種別・事業内容

 実習先(○で囲む)：　　連絡先と同じ　・　下記のとおり 　・　　未定　　※未定の場合も可能な範囲で都道府県・区市町村等をご記入願います。

連
絡
先

連
絡
担
当
者

実
習
担
当
者

実習期間
（目安）

実働日数
（目安）

※4

実働期間
実働時間

（単位認定条件）

□ □ 7月下旬～8月上旬 10日間 ７月　　　　日～　　　月　　　　日 70時間以上
名 名 名

□ □ 8月上旬～8月中旬 10日間 ８月　　　　日～　　　月　　　　日 70時間以上
名 名 名

□ □ 8月中旬～8月下旬 10日間 ８月　　　　日～　　　月　　　　日 70時間以上
名 名 名

□ □ 8月下旬～9月上旬 10日間 ８月　　　　日～　　　月　　　　日 70時間以上
名 名 名

計　　　　　　名 計　　　　　　名 計　　　　　　名

※5

うち女性

※2　お受入れ可能な実習期間（目安）の全てに☑をお入れいただき、各条件でお受入れ可能な人数をご記入願います。

　　（※5　性別ごとに条件を要する場合のみ，「受入れ人数」に加え，右2列（うち男性，うち女性）に各受入れ可能数をご記入願います。）

※1　本学部では、長期実習による学習効果を重視し、単位認定条件（実働時間70時間以上）を満足することを実習生に指導しています。よって、ご回答いただいた受入れ期

間のうち長期のものを優先して実習生を派遣させていただきます。

※3　※1でご回答頂いた条件のうち、重複する期間で実習生を同時にお受入れいただける場合は、該当する実習期間（目安）の全てに☑をご入力願います．

　　（※6　同時に受入れ可能な人数が全期間の合計と異なる場合のみ、「受入れ人数」の最下行にその上限数をご記入願います。）

↓性別ごとに条件を要する場合のみ↓

※2

受入可

※3

重複可

※1　受入れ期間（日数・時間）

受入れ人数
※5

うち男性

※6　期間が重複可で同時に受入れ可能な人数が全期間の合計と異なる場合の上限数→

　　（※4　実習期間を既に定められている場合のみ、「実働期間」に開始・終了日をご記入願います。）



追記：受入れ事業所等が複数の際は，お手数ですが，本回答書をコピーの上，事業所ごとにご記入いただけると幸いです。

実習に関するキーワード

実習内容の分類（○で囲む）

備考

実習生に期待するスキル
（2つ選んで○で囲む）

主体性　・　働きかけ力　・実行力　・　課題発見力　・　計画力　・　創造力

　発信力　・　傾聴力　・　柔軟性　・　状況把握力　・　規律性　・　ストレスコントロール力

製造　・　設計　・　（研究・開発）　・　（生産・品質管理）

（調査・計画）　・　（営業・サービス）　・　その他

実習生が事前に準備すべき知識・技能・
物品等

勤務時間帯

実習の概要と特徴※

留学生の受入れの可否（○で囲む）　　 可　・　否

実習を通じて習得させたい技術者として
の専門的な知識・技能（テクニカルスキ
ル）※

実習を通じて習得させたい社会人として
の汎用的な知識・技能（ジェネリックスキ
ル）※

実習生に貸与可能な施設・物品等  宿舎等  ・  作業服  ・  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


